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水はわたしたの生活になくてはならないものです。
地球上にある水を100とすると、97は海水で、北極・南極の氷が
2です。
さいごに残った1が、わたしたちが使うことができる水の量です。
生活の中では蛇口をひねれば水が出てきます。
その水はどこからきているのか知っていますか？

また、わたしたちが使って汚れた水はどうなるのでしょうか？

今日は下水道のしくみやはたらきなどを紹介します。



①海の水が太陽の光で温められて蒸発（じょうはつ）し、②雲を作ります。③雲は雨を降らせ、④ふっ
た雨は川やダムなどに流れこみます。⑤そこにたまった水を浄水場（じょうすいじょう）で消毒（しょうどく）し、

わたしたちが使える水となって蛇口から出てくるのです。

⑥わたしたちが使って汚れた水は下水処理場（げすいしょりじょう）に集まってきれいな水になり、川
や海に流されます。また太陽の光で温められ蒸発（じょうはつ）し雲を作ります。

こうした流れを「水の循環（じゅんかん）」といい、下水道は水の循環の中の一部なのです。

豊川市上下水道部HPより



快適（かいてき）な生活 安全（あんぜん）な街（まち）

きれいな街（まち）美しい自然（しぜん）



○家庭（かてい）や事業所（じぎょうしょ）などから流された汚水（おすい）は、
道路などの地下に埋設（まいせつ）された下水管（げすいどうかん）を流
れ、下水処理場（げすいしょりじょう）に送られていきます。

○下水処理場（げすいしょりじょう）へ集められた汚水（おすい）は、微生物
（びせいぶつ）の働きによって浄化（じょうか）されたあと、川や海など
へ流します。





微生物（びせいぶつ）とは
微生物（びせいぶつ）とは目に見えない生き物のこと。下水をきれいにする活性汚泥（かっせ
いおでい）や納豆（なっとう）をつくっている納豆菌（なっとうきん）、カビも微生物（びせいぶつ）です。
汚れた水をきれいにする主役は、数μmの小さな細菌類（さいきんるい）や菌類（きんるい）で、
汚れを餌（えさ）にして成長（せいちょう）、増殖（ぞうしょく）を繰り返しています。
水よりも少しだけ重くなり下の方に沈んでいきます。そのぶん上の方の水はきれいにな
ります。きれいな水は川や海など流します。



微生物（びせいぶつ）は、目では見ることができないので、
顕微鏡（けんびきょう）で見ると！



下水道に流してはいけないのは、
次のうちどれかな？

１．お風呂の残り湯

２．せっけん水

３．天ぷらを料理した油



最近，市内の一部でポンプ施設の故障が多発しています。下水道が使用できるように
なったからといって、何を流してもいいという訳ではありません。私たちの豊かな生活環境
のために、下水道を使う一人ひとりがマナーを守って大切に正しく使いましょう。

トイレで台所で 灯油など



下水道を正しく使うと、
どんないいことがあるのかな？

１．おいしいものが食べられる

２．足が速くなる

３．川や海がきれいになる



BODとは、水中の汚濁物質（おだ
くぶっしつ）が微生物によって分解（ぶん
かい）される時に必要な酸素量（さんそ
ようきゅうりょう）のことです。 数値が高
いほど、水が汚れているということ
になります。

○

国土交通省近畿地方整備局



■その水は、いつか私たちところに必ず帰っ

てくるんだよ。これが「水の循環」です。

■汚れた水の旅は、水道の蛇口をひねった

時から始まっています。

■使われて汚れた水は、下水道できれいな
水にしてから自然(川や海)に返します。



マンホールのフタなぜ丸い？

みんなもマンホールは
知っているよね。
これは、この下に下水
道管があるという目印（め

じるし）で、ここから下水道
管の点検（てんけん）や清掃
（せいそう）を行います。
では、マンホールのフ
タはなぜ丸い形をしてい
るのでしょうか？



雲南市内にある下水道のマン
ホールのフタには、１２種類のデ
ザインがあります。
また、木次三刀屋公共下水道区
域で使用されているマンホールの
フタは、マンホールカードになって
います。
全国にはいろいろなデザインの
マンホールカードがありますので
探してみましょう。

木次三刀屋公共下水道 大東特定環境保全公共下水道 加茂特定環境保全公共下水道 三刀屋農業集落排水

木次農業集落排水(西本郷) 木次農業集落排水(湯村) 木次農業集落排水(平田) 木次農業集落排水
(日登・大島引野）

加茂農業集落排水(加茂北) 加茂農業集落排水 吉田農業集落排水 掛合農業集落排水


